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「基礎・基本」定着度調査を活用した社会
科の授業改善についての具体的提案

本県では，平成16年度から悉皆調査として

「基礎・基本」定着度調査（以下，本調査と

いう。）を実施している。本調査の趣旨・目

的は以下のとおりである。

基礎的・基本的な内容及びそれらを活

用する力について，県内の全公立小・中

学校を対象に調査を行い，客観的なデー

タに基づき定着度の状況を把握すること

により，各学校等での指導法改善の取組

を支援し，児童生徒の基礎学力の向上を

図る。１） （下線筆者）

県教育委員会は，「調査結果の活用（今後

の対応）」として，「本調査の更に詳細な分

析を行い，その結果を教職員研修等において

集中的に活用することなどにより，県下全体

での課題認識の共有と必要な対応の推進に，

着実に取り組む。２）」としている。

以上の点を踏まえ，本稿では，本調査を活

用した社会科における具体的な授業改善につ

いて提案する。

１ 改善が十分でない課題への指導

(1) 改善が十分でない具体例

県教育委員会が発行する「『基礎・基

本』定着度調査結果（概要）」には，す

べての設問の平均通過率が示されている。

また，通過率の低い内容を確認し，「指

導計画等を重点化することにより，授業

の指導法改善を図るとともに，演習，個

別指導などの補充指導を充実させる」３）

と述べられている。

しかし，調査結果から指摘された課題

に対する改善が十分であるとはいえない

状況もみられる。

社会科で具体的に示すと，「世紀」に

関する問題もその一つである。

例えば，「豊臣秀吉が天下を統一した

1590年は何世紀かを答える問題では，15

世紀という誤答が多かった」と報告４）さ

れており，世紀に対する正しい理解が十

分なされていないことが分かる。

表１ 「世紀」に関する問題

さらに，表１から分かるように，毎年，

ほぼ同じ趣旨の設問が出題されているに

もかかわらず，平均通過率の伸びは芳し

くなく，指導が十分であるとはいえない

状況もみられる。
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(2) 改善のポイント

年表には「０年」がないことを生徒に

正しく認識させていないことから，１世

紀を「０～99」のまとまりととらえる誤

認識が生じる。

そこで，年表における時間について指

導し，年表には「０年」がないので「１～

100」のまとまりが１世紀であることを

納得させることがポイントとなる。

また，例えば593年を世紀で表す場合，

593年を593円と考え，100円玉だけで支

払いをすると100円が６枚必要になるの

で，593年は６世紀であると思考するこ

とができるようになる。このように100

円玉による考え方を用いて，世紀への変

換を生徒に練習させることで定着を図っ

ていく方法も有効である。

このことは，次に示す学習の重点５）と

も一致する。

○ 世紀の考え方は100年が基本である。

１～100が１つのまとまりであることを

具体的にとらえさせ，まとまりのイメー

ジをもたせる指導が必要である。該当す

る西暦年は100のまとまりがいくつ必要

かを考えさせ，世紀に変換していくこと

をとらえさせなければならない。

○ 世紀についての学習は，授業で歴史的

事象の西暦年を扱うときに出題するなど

定期的に指導したり，定着が不十分な場

合は補充指導を行ったりすることも必要

である。

なお，平成23年度から使用されている

小学校社会科の第６学年の教科書におい

ても年表については詳述されており，本

提案は，小・中学校いずれにおいても効

果的であると考えられる。６）

(3) 具体的な指導法の改善案

ここでは，歴史学習の導入段階におい

て，15分程度の時間を使って，児童生徒

に世紀について理解させるための具体的

な指導法を提案する。７）

〔発問及び生徒の反応等〕

発 問 生徒の反応

１ 今日は何年何月何日か。 ○ 平成23年５月28日

２ 平成23年を別の表し方に ○ 2011年

できるか。 21世紀

〈説明〉

西暦の100年のまとまりを「世紀」といいます。

21世紀は，2001年から2100年までです。

３ なぜ，21世紀は2000年か 教具を黒板に貼付 (紀元

らではなく2001年からなの 後→黄色，紀元前→桃色)

か。

４ 年表は数直線と似ている ○ 年表には「０」がない。

が，違うところはどこか。

５ なぜ年表には「０」がな

いのか。

〈説明〉

「年」は「時間」である。１年はその年の１月１

日０時から始まり12月31日の24時まで連続してい

る。つまり，紀元１年１月１日午前０時と紀元前１

年の12月31日の午後12時は重なっている。だから，

年表には０年はない。（図１）

また，紀元１年から100年を１世紀という。

図１ 年表の仕組

６ 西暦年を世紀で表そう。 ○ 関ヶ原の戦いが起きた

・100円玉で考えてみよう。 1600年は，100円玉が16

枚なので16世紀だ。

〈まとめ〉

時間が連続している年表には「0年」がないため，

西暦１年から100年までの100年を「１世紀」と呼

び，21世紀は2001年から2100年までとなる。

100年が１世紀だから，西暦を世紀に表すには100

年のまとまりが何個分かについて考えるとよい。

（写真１）
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写真１ 板書の一部

(4) 教具の工夫

写真２ 作成した教具

教具は，紙テープ（紀元後と紀元前を

示すため黄色と桃色の２色を使用）に等

間隔で線を記入（１間隔が100年）し，

裏に磁石を付けることにより，黒板等に

自由に貼れるようにした。

また，100年（１世紀）を表す円を準

備し，円の直径を紙テープの100年の長

さと同じにすることで，紙テープと円が

連動できるようにした。（写真２）

この教具を活用することで，児童生徒

は，西暦を世紀に換算する際にイメージ

が描きやすくなる。一方，教師もいつで

も繰り返し指導することが可能になる。

２ 調査問題を効果的に活用した指導

(1) 調査問題について

県教育委員会は，「各学校においては，

今回の調査票の問題を授業の終末や単元

末の評価場面などで活用し，定着度の把

握や個別指導に役立て」８）るように指導

している。

また，実際に調査問題を繰り返し活用

している学校もあり，その有効性も示さ

れている。９）

(2) 調査問題の活用についての提案

調査問題は児童生徒に身に付けてほし

いと考える学力について具体的に示すと

ともに，十分に精査されたものである。

さらに，調査問題で使用された資料は，

該当単元における中心資料であると考え

られる。

ここでは，調査問題で使用された資料

を基に，新たな設問を作成する活用法に

ついて提案する。

次に示す「活用例」
10）は，平成16年度

の中１の問題で使用された資料を基に，

新たな設問を考えたものである。

ア 調査問題の一部

太郎さん：資料１の建物は，世界最古の木造建築として有名な

（ ① ）ですね。

先 生：そうだね。当時を代表する人物は知っているよね。

太郎さん：はい。その人物が政治を整えるためにつくった冠位

十二階や十七条の憲法について学習しました。

先 生：当時は，②大陸の文化や制度を積極的に取り入れる

ために，はじめて中国へ使節が送られました。そし

て，大陸の文化や制度をもとに，国家の仕組みが整

えられましたね。（略）

イ 新たな設問例

① 日本で初めて世界遺産となった資料１の建物（下線

を引き下線部Ａとする）を建立した人物を，漢字で書

［ 資 料 １ ］ ［ 資 料 ２ ］

［ 資 料 ３ ］
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きなさい。

② 「冠位十二階」の目的を説明しなさい。

③ 下線部②について，中国へ使節を送ることが，なぜ

文化や制度を取り入れることになったか書きなさい。

④ 聖武天皇が大仏を作った理由を書きなさい。

⑤ 資料１～３の写真に共通するものを書きなさい。

⑥ 資料２は，聖武天皇が仏教の力で国を鎮めようとし

て造立した大仏である。この大仏が造営された場所を

右の地図中から一つ選び，その記号を書きなさい。

（地図は追加で作成し，貼付する）

⑦ 資料３の建物は，私たちが使用している硬貨に描か

れていることでも有名である。どの硬貨に描かれてい

るか書きなさい。

⑧ 資料１～３に最も影響を与えた宗教名について，最

も適当なものをア～エの中から選びなさい。

ア キリスト教 イ 儒教 ウ 仏教 エ イスラム教

(3) 新たな設問を作成する効果

授業は，問いと答の連続によって構成

されている。特に，社会科の授業におい

ては，単元（小単元）の目標に到達させ

るためには，単元（小単元）全体の内容

の構造を把握することが大切である。

文部科学省も，「歴史の学習は，やや

もすると個別事象の並列的な提示と記憶

に傾いて，ひとまとまりの学習内容の焦

点がつかみにくくなりがちである。今回

の改訂では，例えば各事項の学習を重ね

ることで中項目ごとの学習のねらいが達

成され，さらにそれらを大観することで

大項目全体の特色がつかめるという学習

内容同士の関係性を重視し，その構造化

を図った。」と述べ，「歴史的分野の学

習内容の構造化図（部分例）」を示して

いる。11）

しかし，学習内容を構造化するために

は，知識を分類する視点が重要となる。

このことについて，岩田は次のように述

べている。

社会科の授業の基本は(Ｗ)(Ｈ)(Ｄ)(Ｖ)の問

いの組合せである。この問いによって習得される

知識の質も異なってくるので，問いの設計が社会

科授業の基本になるのである。同じように，授業

分析においても，この問いの分類および知識の分

類が，授業記録を分析検討するさいの貴重な道具

となる。
12）

例えば，歴史的分野の「律令国家の形

成における聖徳太子」の授業においては，

「593年聖徳太子が摂政になる」などの

部品となる知識（図２）を習得させ，さ

らに「17条の憲法」や「冠位12階」，

「法隆寺の建立」，「遣隋使の派遣」等

の内容について学ばせ，習得した知識

（中間の知識）を活用して「聖徳太子は，

日本を天皇中心の中央集権国家にするた

めに，諸施策を推進した。」という説明

力の大きい知識を習得させることをねら

っている。

図２ 社会科の知識の構造モデル

新たな設問を作成することによって，

その単元（小単元）の「知識の構造」の

どの部分についての問いであるのかが明

確になるとともに，指導した内容に不足

しているものがなかったかについても確

認をすることができる。また，児童生徒

が多様な視点から社会的事象をとらえる
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ことにもつながる。

このように，教師が多くの問いをもつ

ことができれば，学習内容の構造がより

精緻になるとともに，教師の指導力の向

上にも寄与することになる。

３ 「活用する力」を育成する指導

(1) 「活用に関する問題」について

平成20年度の本調査から「活用に関す

る問題」が出題されている。
13）

本調査における「活用に関する問題」

も，全国学力・学習状況調査のＢ問題と

同様に，学習指導要領の内容から出題さ

れており，「活用する力」を育成するた

めの授業改善が求められていることを示

しているといえる。

(2) 調査問題を使った「活用する力」を育

成する授業改善

ここでは，「活用」を学習活動と捉え

ア 先行生活経験や先行学習経験で習得した

知識や技能を「活用」して理解を深める。

イ 習得した知識や技能を他の事例や類似事

例で「活用」する。

ウ 理解したことを論理的に記述させる。

などの学習活動につなげるための調査問

題の活用について述べる。
14）

図３は，日本の米の生産量と消費量の

変化を示した二つの折れ線グラフを基に，

折れ線グラフの特徴と，米は干ばつや大

雨，低温等の気候の影響を受けやすいの

で，生産量は年によって変化が大きいと

いう日常生活で得られる知識とを結び付

けて，グラフのアが米の生産量であるこ

とを論理的に記述し，文章を完成させる

問題となっている。

つまり，植物（農作物）は気候の影響

を受けやすいので生産量は安定しにくい

という実生活や先行学習経験で得た知識

を「活用」し，米の生産量のグラフを特

定させるとともに，その理解の内容を記

述させることによって表現させている。

図３ 調査問題の一部（平成20年度小５）

このように「活用」させる先行経験を

明確にした上で，知識や技能を「活用」

させることによって理解を深める授業

（左欄のア）や論理的に記述させること

によって説明する力を育成する授業（左

欄のウ）が構想できる。

(3) 今後の課題

全国学力・学習状況調査においては，

Ｂ問題についてのねらいや指導の在り方

が明らかにされ，学校現場における指導

法改善に活かされていることから，本調

査においても「活用に関する問題」につ

いて議論することをとおして，「活用す

る力」についての定義を明確にするとと

もに，その力を育成するためにはどのよ

うな授業が求められているのかを具体的

に提案していく必要がある。
15）
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本稿では，以下の３点について具体例を示

しながら述べてきた。

○ 本調査で平均通過率が低かったにもかかわら

ず，改善が十分でない具体例として歴史的分野

における「世紀」を題材にその具体的な指導法

についての提案

○ 本調査の問題を活用して新たな設問を作成す

る方法の紹介と意義

○ 「活用する力」を育成するための本調査問題

を活用した授業の構想

本調査は，小学校第５学年，中学校第１学

年，第２学年を対象に実施されているが，当

該学年以外の児童生徒にも十分活用できるも

のである。また，小・中連携を図っていくた

めの具体的な指標ともなり得るものでもある。

本調査の有効活用について，全教職員で知

恵を出し合い，本県児童生徒の基礎学力の向

上がより一層図られることを期待したい。
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問題」，「活用する力」などの文言が明記されている。

ただし，どの問題が「活用に関する問題」であるかは

明記していない。

14)本稿における「活用」の考え方は，兵庫教育大学(株)

ベネッセコーポレーション共同研究プロジェクト推進室

『活用型学習の指導方法及び評価方法の研究』平成22年

３月を参考にした。

15)文部科学省は「言語活動の充実に関する指導事例集」

を作成し，小学校，中学校ともに10事例ずつ紹介してい

る。詳しくは次の Web ページを参照されたい。http://ww

w.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/senseiouen/1300990.htm

また，国立教育政策研究所も「評価方法等の工夫改善の

ための参考資料」を作成し，Web サイトに公開している。

特に「第３編評価に関する事例」は，「活用」を考える

上でも有効である。詳しくは次の Web ページを参照され

たい。http://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html

（教職研修課）
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